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庁舎移転に伴う窓口サービスの停止・変更のお知らせ
　市では、旧庁舎から新庁舎へのシステム移転に伴い、以下の窓口サービスを
停止・変更します。

休日窓口納付と納税相談日程変更
　4月30日㈰から23日㈰へ変更します。
※時間と場所は変更ありません。
窓口での施設予約などを停止
　窓口での施設予約や料金の精算な
どを停止します。
停止日　4月29日㈷・30日㈰、5月3日㈷
※自宅のパソコンを利用した施設予
約に影響ありません。
対象施設　文化センター、運動公園、
西白井複合センター、白井駅前セン
ター、冨士センター、桜台センター、
白井コミュニティセンター

※各センター（文化センター、運動公
園を除く）は祝日が閉館となります。
出張所の住民票・印鑑証明などの発
行を停止
　住民票および印鑑証明などの発行
を停止します。
停止日　4月30日㈰
※マイナンバーカードを利用したコ
ンビニ交付に影響はありません。
対象施設　西白井出張所、桜台出張所
■問　情報管理課情報管理班　内線
3361 ～ 3

■「白井市公共施設等総合管理計画」を策定 …2
■優良児童・生徒・市功労者を表彰……3
■東日本電信電話㈱と「災害時用公衆電話
の設置・利用に関する覚書」を締結……6
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平成 29年
（2017 年） 白井市は
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み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。

　市では、平成27年9月に大学教授、金融関係コンサルタ
ント、政策シンクタンクなどの有識者からなる「行政経営
有識者会議」を設置し、12回の会議を開催し議論を重ね、「行
政経営指針」を策定しました。
■問　行政経営改革課行政経営改革班　内線3441

1.必要性
　今後直面する少子高齢化の進行や人口減少社会の到来、さらには公共施設
の老朽化など、今までに経験したことのない課題に対応するためには、現行
の行政改革の取り組みだけでは限界に達しています。これまで以上に民間の
優れた経営理念や手法を積極的に取り入れながら、成果に重点を置いて、市
民にとって最適な施策・事業を選択していく行政経営の視点から改革に取り
組む必要があります。

2.指針の位置付け
　市の最上位計画である第5次総合計画の実現を下支えし、将来を見据えた持
続可能な行政運営を推進するための基本指針として、「行政経営指針」を位置
付けています。

3.計画期間
　行政経営指針の計画期間は、第５次総合計画との整合性を図ることか
ら、平成29年度から平成37年度までの9年間とします。

4.目標数値
　目標年度は、平成27年度（決算ベース）を基準年度として、第5次総合
計画の前期基本計画の最終年度（平成32年度）と後期基本計画の最終年
度（平成37年度）としています。目標数値は、第5次総合計画に係る基礎
資料である財政推計を踏まえ、平成28年度決算見込みを基に定めた数値
となりますが、前期基本計画の財政見通しとは懸け離れています。今後

5.推進方法
　行政経営改革を着実に推進していくため、行政経営指針に基づき、具
体的な取り組みの内容、時期、目標を明確にした「白井市行政経営改革
実施計画」を平成29年度に市民参加により策定します。

6.推進体制
　庁内組織として市長をトップにした「白井市行政経営戦略会議」を新
設し、進捗状況や成果などを検証します。同時に部局横断的なプロジェ
クトチーム制度を導入し、ボトムアップ体制を構築します。また、行
政課題について職員から広く意見を募集する制度を導入します。さらに、
庁外組織である白井市行政経営改革審議会において、行政経営改革実施
計画の進捗状況などを報告し、その推進について必要な助言や調査審議
を行います。
　なお、行政経営指針および行政経営改革実施計画の進捗状況や検証結
果については、広報紙、市ホームページで公表します。

放課後子ども教室で元気に遊ぶ子どもたち

基本方針1　市民自治のまちづくり
1.市民参加の充実
2.地域コミュニティづくりの推進
3.情報共有の徹底と可視化
基本方針2　自立した行財政運営
1.効率的な行政組織の構築
2.多様な人材の育成と確保
3.財源の確保
4.歳出の抑制
5.適材適所による事業主体の見直し
6.評価に基づく行政サービスの質の向上と精査
基本方針3　将来を見据えた公共施設などの最適な配置
　公共施設等総合管理計画と個別施設計画に基づ
く公共施設などの最適化

行政経営指針の概要

　財政推計では、平成32年度の財政調整基
金残高は、約6億円としています。また、平
成29年度当初予算編成時での地方債残高は、
200億円を超える見込みです。

「行政経営指針」を策定しました
～次世代を担う子どもたちに「健全なままの白井市」を引き継ぐために～

市役所庁舎の名称が決まりました～新庁舎での業務開始は5月8日㈪から～

時間
第1回 午後1時～
第2回 午後1時30分～
第3回 午後2時～
最終回 午後2時30分～

開催日時　4月30日㈰
見学場所　市役所本庁舎　1階～ 4階
集合場所　市役所本庁舎　北側玄関前
※申し込みは不要です。

■問　管財契約課庁舎建設準備室　内線3341・2

　庁舎整備事業により、市役所庁舎は2棟の建物となることから、
わかりやすい庁舎とするために名称をつけました。
　これまでは、建設中の庁舎を「新築棟」、現在使用している庁舎
を「減築改修棟」とお知らせしてきましたが、新築棟完成後は、下
記の名称となります。
　なお、保健福祉センターについてはこれまでどおりの名称です。
庁舎の名称
　新築棟⇒白井市役所本庁舎　減築改修棟⇒白井市役所東庁舎

　現在建設中の市役所本庁舎は、4月末に完成する予定です。そこで、
完成したばかりの本庁舎を一般公開します。真新しい庁舎の見学に
お越しください。なお、当日は職員が新庁舎内を案内します。

学習室をお休みします
　文化センター図書館の研修室は、学習室として開放していましたが、市庁舎
減築改修工事に伴う議会関連諸室仮移転のため、下記の期間が休室となります。

※引っ越し作業などの遅れにより、仮移転の期間が延長される場合があります。
詳細な日程などについては、広報や市ホームページで確認してください。

休室期間 平成29年5月1日㈪～平成30年5月上旬

目標数値

年度 経常収支比率 財政調整基金残高 地方債残高

平成27年度 88.6㌫ 2,305,947,756円 16,585,379,000円
平成32年度 90㌫以下 20億円以上 200億円以下
平成37年度 90㌫以下 20億円以上 190億円以下
※平成27年度は、目標数値の基準年度として、決算ベースの
数値を記載しています。

▼

の財政状況の推移や行政経営
改革の取り組み状況により随
時、見直します。

市役所本庁舎見学会

市役所本庁舎入口
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「白井市公共施設等総合管理計画」を策定しました
～持続可能な公共施設などサービスの実現に向けて～
　市の財産である公共施設やインフラなどを持続可能な状態で次世代に引き継いでいくため、市ではこのたび、「白井市公共施設等
総合管理計画」を策定しました。
　公共施設等総合管理計画は、市が直面している財政、人口の将来見通しを踏まえつつ、公共施設などに関するさまざまな課題に適
正に対処するために、市の全ての公共施設などを対象とし、長期的な視点に立った総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針です。
■問　行政経営改革課行政経営改革班　内線3441

1.計画の位置付け
　この計画は、総合計画に即した位置付けを有するとともに、まち
づくりに関係する総合的な視点を踏まえる必要から、都市マスター
プランなどとの整合を図って策定しています。公共施設などのそれ
ぞれの施設計画については、この計画に即して今後、策定や更新を
行います。
2.計画期間
計画期間は、平成29年度から平成68年度までの40年間とし、お

おむね10年ごとに定期的な見直しを行います。

5.総人口の推移と将来推計
　平成32年に人口のピーク（65,500人）を迎え、その後は、減少傾
向となり、平成57年には57,000人まで減少する見込みです。
　人口構成については、年少人口（0歳～ 14歳）と生産年齢人口（15
歳～ 64歳）の割合は減少し、老年人口（65歳以上）の割合は増加す
る見込みです。

※更新費用は、総務省が推奨する公共施設更新費用算出ソフトの条件などを参考
にして推計しています。

8.数値目標
　「公共施設マネジメント目標」の具体的な達成目標として、将来の公共施設
等の更新に係る数値目標を平成29年度から平成68年度までの40年間で、「更新
費用の不足額258億円（年平均7億円）を削減」することとしました。

【取り組み1】長寿命化によるトータルコストの削減
　長寿命化による施設の延命化により、建て替え費用を節約して、施設の整備・
管理・更新にかかるトータルのコストを削減します。
【取り組み2】総量（床面積）縮減による更新費用の削減
　総量および配置の適正化やサービス水準の見直しの観点から、複合化や用途
変更などによる既存施設の有効活用など、施設の最適配置を維持し、施設総量
（床面積）の縮減を行うことで、更新費用を削減します。
【取り組み3】維持管理費用の削減・歳入の確保
・建て替え・改修など建物更新の際に、省エネルギー対応や保守性の高い設備
の採用に配慮した工事を実施することで、今後の維持管理費用の節減に取り組
みます。
・民間事業者の運営ノウハウの活用などによって、サービス向上と経常的な維
持管理費用の節約に取り組みます。
・受益者負担の原則に基づく使用料の適正化や、空きスペースの賃貸・売却な
どによる歳入確保にも取り組みます。

　更新費用の不足額258億円の削減の目標を達成するため、次の3つの取り組み
を行います。

10.公共施設等総合管理計画の推進
　今後は、この計画に基づいた個別施設の適正な管理を推進し、公共施設など
の維持更新費用を縮減・平準化した上で、長期的な視点に立った老朽化対策を
計画的に進め、さらに将来の利用需要を踏まえた適切な維持管理の実現を目指
します。

計画の閲覧方法
　この計画とマンガ概要版は、行政経営改革課、各センター、図書館、市ホーム
ページで閲覧できます。

4.公共施設などの現況
　市の建築系公共施設の延床面積は、全体で約15万2千平方㍍と
なっています。最も延床面積の構成比率が高いのが、学校教育系
施設で、全体の63.9㌫を占めています
　また、建築から30年以上を経過した施設の延床面積は、全体の
56.8㌫を占めていて、10年後には築30年以上の建築物はさらに増
加し、全体の87.0㌫となる見込みです（下表）。

3.対象施設
　市が所有する全ての建築系公共施設、土木系公共施設および土地
を対象としています。下表のとおり分類しています。

区分 分類

建築系公共施設

学校教育系施設、市民文化系施設、社会教育系
施設、スポーツ・レクリエーション系施設、子
育て支援施設、保健・福祉施設、行政系施設、
公園内建築物、下水道処理施設、自転車等駐車
場、その他施設

土木系公共施設 道路、橋りょう、上水道、下水道、公園、その
他土木系公共施設（工作物）

土地 土地

9.数値目標に向けた取り組み

7.公共施設マネジメント目標

目標その1 将来の更新に対する計画的な取り組み
　急速に進行する施設の老朽化に備え、更新計画、施設再編成計画および維持改修計画
などの策定を行い、各種計画に基づく施策の実施に取り組むことで、施設の整備・管理・
更新に至るトータルコストの縮減を図りながら、安全管理と機能維持を達成します。
目標その2 有効活用の視点に基づく維持管理の推進

　将来的な人口減少の見通しや厳しい財政事情などを踏まえ、施設の耐震化や長寿命化
を引き続き推進するとともに、複合化や用途変更などの手法を活用して既存施設の有効
活用に努め、「施設を賢く長く使う時代」への対応を図ります。
目標その3 官民連携手法の積極的な活用

　新たなサービス需要や多様化するサービスへの適切かつ柔軟な対応を図るために、民
間事業者などの資金・施設・創意工夫などを積極的に活用することで、市の財政負担を
軽減しながら、公共施設などの適切な維持更新の実現を目指します。

　現状と課題に関する基本認識を踏まえて、市では、次の3つのマネジメント目
標を定めました。

6.公共施設などの更新費用
　公共施設などの更新費用の総額は、40年間で778億円となります。
1年平均では、約20億円の更新費用が必要となる見込みです。また、
公共施設などに係る工事請負費などの過去の実績は、年平均で約13
億円となっているため、現在保有している全ての施設を更新し続け
るためには、今後、約1.5倍の更新費用が必要となる見込みです。
　なお、上水道事業および下水道事業については、地方財政法など
により原則として独立採算による経営を行うことになっているため、
更新費用から除いています（上下水道の更新費用　351億円）。

学習等供用施設（冨士センター）

40年間の更新費用総額：778億円（年平均約20億円）

1.5倍▼



2017.4.153

　市ではスポーツや学芸の活動などで優れた成績を収めた児童や生徒、また長年にわたって市政の発展や、地域福祉の向上に尽力した人や市
民の模範となる善行のあった人を表彰する「白井市表彰式」を3月27日に市役所で行いました。
　表彰を受けた皆さんとそれぞれの表彰の功績は、下記のとおりです。（敬称略）

◆優良児童表彰
鈴木あいり（南山小学校）
　第25回全国小学生バドミントン選手権大会女子ダブルス4年生以下
　優勝
山岡愛生（南山小学校）
　第11回オールジャパン・ジュニアダンススポーツカップ2016㏌群馬
　ジュブナイルスタンダード準優勝
山岡龍生（南山小学校）
　第11回オールジャパン・ジュニアダンススポーツカップ2016㏌群馬
　ジュニア・ユース世界選手権代表選考会ソロst小学生リーダーの部
　第5位
戸嶋惇太（南山小学校）
　第17回キッズコロシアム大会6年男子走高跳第2位
山浦実旺（七次台小学校）
　第33回全国少年少女レスリング選手権大会女子の部4年生30㌔㌘級
　準優勝
内田朱郁（七次台小学校）
　第32回全国小学生陸上競技交流大会千葉県選考会女子4×100㍍リレ
　ー第1位
立川瑠理（桜台小学校）
　第21回千葉県秋季水泳競技大会小B100㍍バタフライ第1位
並木耀大（桜台小学校）
　第32回全国小学生陸上競技交流大会千葉県選考会5年男子100㍍第1位

◆優良生徒表彰
水野侑武（大山口中学校）
　第37回全国中学校アイスホッケー大会千葉県代表
岩佐茉結子（七次台中学校）
　第41回千葉県中学校新人陸上競技大会共通女子100㍍ハードル第１位

◆自治功労表彰
【前教育長】米山一幸（池の上）
【明るい選挙推進協議会委員】浦部春子（冨士）
【都市計画審議会委員】岡部明子（東京都杉並区）

◆教育文化功労表彰
【総合型地域スポーツクラブ】スポーツコミュニティーみなみ（堀込）、ONスポー
ツクラブ（大山口）、桜台スポーツクラブ（桜台）
【文化会館運営協議会委員】網野博幸（大山口）
【郷土資料館市民学芸スタッフ】中村良子（南山）、村田あや子（池の上）

◆社会福祉功労表彰
【人権擁護委員】富沢賢司（冨士）
【民生委員児童委員】梅本武美（池の上）、天野和子（清水口）、遠田良次（根）、
角田芳江（堀込）、金子多喜子（七次台）、髙山富榮（根）、村田邦子（清水口）
【介護認定審査会委員】知念さち子（冨士）、山本真由美（八千代市）、石田享行（鎌
ケ谷市）、村井慎悟（我孫子市）、藤本秀子（冨士）
【介護相談員】仲田悦子（池の上）

◆消防功労表彰
【消防団員】山崎幸伸（河原子）、山澤一隆（河原子）、今井一英（今井）、川鍋純一（折
立）、山﨑修一（中）、山﨑弘之（名内）、血脇文一（名内）、石井智一（名内）

◆特別功労表彰
【リオデジャネイロオリンピックウエイトリフティング女子58㌔㌘級5位入賞】
安藤美希子（根）
【市への寄附に対する功績】岩井厚志（柏市）、株式会社スタッフ（折立）、株式
会社フジコー（東京都台東区）

◆善行表彰
【交通事故等防止活動】磯野清、奥村勝利、笠村栄一、古菅薫、小林幸男、小林
司朗、佐野七朗、市東一重、清水宏、武田勲忠、藤田誠一、前藤勇策、本田和
芳（以上大山口）、髙田金三（清水口）、鈴木純（七次台）、白桜会（桜台）

優良児童・生徒表彰を受けた皆さん 功労表彰を受けた皆さん

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　この表彰は、「白井市優良児童生徒表彰規定」ならびに「白井市
表彰規定」に基づき、功績のあった個人や団体に対して市長が表彰
を行うものです。
■問　秘書課秘書班　内線3301

優良児童・生徒表彰 功労表彰
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の
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で
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31
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市
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の
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事
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「なるほど行政講座」を受講しませんか

国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
大
会
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

　
市
内
や
近
隣
に
住
む
外
国
人
の
皆

さ
ん
と
交
流
し
、
親
善
を
深
め
る
た

め
に
、
白
井
国
際
交
流
協
会
の
企
画

運
営
に
よ
る
「
国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
、
サ
ッ

カ
ー
先
進
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
天

然
芝
の
ピ
ッ
チ
で
国
際
交
流
を
し
ま

せ
ん
か
。

日
時

　
5
月
21
日
㈰

　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
5
月
28
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

場
所

　
白
井
運
動
公
園

対
象

　
個
人
ま
た
は
6
人
以
上
の
チ

ー
ム
　
12
チ
ー
ム
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

ゲ
ー
ム
形
式
　
40
㍍
×
30
㍍
の
コ
ー

ト
で
の
6
人
制

参
加
費

　
個
人

　
2
、
0
0
0
円
、

1
チ
ー
ム
　
1
2
、0
0
0
円

申
　
個
人
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

チ
ー
ム
の
場
合
は
チ
ー
ム
名
と
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
ま
た

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
5
月
8
日
㈪

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
白
井
国

際
交
流
協
会
　
林
☎
0
9
0
（
3
4

9
7
）
6
9
5
9
、

（
4
9
7
）

3
0
4
0
へ

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
☎

（
4
9
7
）
3
0
4
0
、
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
室

　
内
線
3
3
5
5

平成29年度白井なるほど行政講座メニュー一覧
分野 講座名 担当課等名

行政

●白井市のまちづくり～総合計画とは～ 
●国際交流～友好都市キャンパスピ市との
交流～ 
●男女共同参画社会づくり

企画政策課

●「広報しろい」の役割・作り方 
●市のキャラクター「なし坊」を紹介しま
す！

しろいの魅力発信課

●統計から見る白井市 情報管理課
●市の財政状況 財政課
●白井市行政経営指針について（新規） 
●マンガで考えよう！みんなの公共施設
（新規） 
●公共サービスのアウトソーシングを推進
しています（新規） 
●使用料・手数料は、どうやって決めてい
るの？（新規） 
●補助費や扶助費は、どうやって決めてい
るの？（新規）

行政経営改革課

●議会のしごと 議会事務局
●市税（個人住民税、固定資産税など） 課税課

公共交通 ●循環バス「ナッシー号」の上手な乗り方 企画政策課

市民参加

●市民参加・協働によるまちづくりとは 
●自治会活動で地域力を高めよう 
●市民活動のすすめ～地域で市民活動を実
践しよう～ 
●市民参加条例を知ろう

市民活動支援課

保険

●国民年金制度 
●国民健康保険制度 
●後期高齢者医療制度

保険年金課

●わかりやすい介護保険の使い方 
●地域包括支援センターは何をするとこ
ろ？
●2025年に向けた「地域包括ケアシステ
ム」ってなに？（新規）

高齢者福祉課

福祉

●高齢者福祉サービスのいろは 
●成年後見制度ってなに？～判断力が低下
しても安心して暮らせるように～

高齢者福祉課

●障害者福祉 
●しろい支え愛プラン（白井市地域福祉計
画）～ふれあい、育みあい、助けあい、と
もに生きるまちをめざして～

社会福祉課

●児童福祉 子育て支援課

●子ども・子育て支援制度について
保育課

子育て支援課
●生活保護制度 
●くらしと仕事の困りごと、解決のサポー
トをします！

保健福祉相談室

●怒鳴らないでしつける子育てスキル（入
門編）

保健福祉相談室
（家庭児童相談室）

平成29年度白井なるほど行政講座メニュー一覧

分野 講座名 担当課等名

保健・医
療・予防

●今日から始める介護予防 
●介護予防・日常生活支援総合事業につ
いて 
●みんなで「梨トレ体操」 
●始めよう「しろい楽トレ体操」！ 
●「介護予防手帳」の活用法 
●脳の元気度測定

高齢者福祉課

●健康づくりはあなたが主役～私の健康
宣言～
●聞いて納得！生活習慣病予防 
●知って得するがん予防の極意
●知っていますか？肺の生活習慣病
「COPD」～肺年齢測定をやってみよう～
●出張！超音波骨密度測定で骨粗しょう
症予防 
●歯っぴいスマイル講座 
●ありのまま子育て～子どもの自尊感情
を育てよう～ 
●あっ！危ない！子どもの事故予防 
●ホームドクターはパパ＆ママ 
●いただきます！からはじめよう 
●インフルエンザに備えよう！ 
●放射線と健康

健康課

消費

●だまされない消費者になるために～悪
質商法の手口を知って未然に防ごう！～ 
●消費生活センターってなにするとこ
ろ？ 
●子どもを「かしこい消費者」に育てよ
う！～保護者向け消費者教育～（新規）

商工振興課

農業 ●白井市の農業 農政課

環境

●白井市の放射線対策 
●環境基本計画 
●白井市の自然 
●白井のごみを減らそう！（ごみとリサ
イクル） 
●印西クリーンセンターを知ろう！

環境課

都市

●都市計画 
●地区のまちづくり

都市計画課

●市営水道のしくみ 
●下水道

上下水道課

防災・防犯
●地域・家庭の防災対策 
●防犯・交通安全講話

市民安全課

教育

●生涯学習 生涯学習課
●不登校児童生徒への支援について 
●子どものしつけと家庭教育

教育センター室

●白井市の文化財 文化課
●図書館探索 図書館

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市職員が皆さんのもとへ直接出向き、市政の取り組みなどを紹介する「なるほど行政講座」
を実施しています。平成28年度は延べ66団体、約1,600人が受講しました。
　今年度は新たに「白井市行政経営指針について」「マンガで考えよう！みんなの公共施設」「公
共サービスのアウトソーシングを推進しています」「使用料・手数料は、どうやって決めてい
るの？」「補助費や扶助費は、どうやって決めているの？」「2025年に向けた『地域包括ケアシ
ステム』ってなに？」「子どもを『かしこい消費者』に育てよう！～保護者向け消費者教育～」
の7項目を追加した72の講座を用意しています。
　講座名と担当課名は下表のとおりで、講座の詳細は担当課か市ホームページで閲覧できます。
※受講料は無料ですが、講座内容により材料費などの費用が別に掛かる場合があるので、事前
に確認をお願いします。
講座開催可能日時　年末年始を除く毎日　午前9時～午後9時（1講座1時間30分以内）
場所　市内
※会場の手配や当日の進行、参加者への開催通知は主催者（講座依頼者）が行ってください。
対象　市内在住・在勤・在学でおおむね10人以上の団体・自治会、PTA、学習グループ・学校
や会社で行う研修会など
※営利・政治・宗教目的のイベントなどには利用できません。
■申・■問　開催日の20日前まで（該当日が休日の場合はその後の直近の平日）に直接担当課へ
※市ホームページから「ちば電子申請・届出サービス」を利用して申し込むこともできます。

始めよう「しろい楽トレ体操」を受講している様子

熱く競い合う選手たち
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お
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ー

　市では、市民団体の自立の促進を支援するとともに、市民主体のまちづ
くりと活気ある地域社会の実現を目指すため、公益活動を実施する市内の
団体に対して市民団体活動支援補助金（活動促進型、活動発展型）の支援
をしています。
　平成29年度市民団体活動支援補助金を希望する団体による公開プレゼン
テーションを行い、市民活動推進委員会が審査した結果、次の7団体に決
定しました。

平成29年度市民団体活動支援補助金の
交付団体が決定

活動促進型補助金

団体名 事業名 事業内容

ステップ 学習支援 子どもの貧困対策としての学習
支援

特定非営利活動法
人まんぷく食堂
※条件付き採択

子どもに食事を提供す
る事業

経済的理由や共働きの家庭の子
どもとその保護者に対して家庭
食を提供し、食生活を改善する
ために食堂を開催

ふじ元気ひろば ふじ元気ひろば
子どもから高齢者まで参加する
元気食堂と野菜栽培と食育を兼
ねた野外活動

ユーカリアンサ
ンブル

生き生き暮らすための
お手伝い～音楽ボラン
ティアを通して～

地域の人々との音楽を通しての
交流や高齢者施設への定期訪問
演奏

NPO法人白井助
け合いネット ふれあいサロン事業

社会福祉施設などの利用者およ
び近隣住民の相互の親睦を深め
るため「サロン」を開設

活動発展型補助金

団体名 事業名 事業内容

NPO法人しろい
環境塾

四季の花・植物で里地
里山を彩る市民活動に
よる環境保全

金山落から手賀沼にかけての休
耕畑・水田を活用して、景観植
物・景観作物の栽培と環境整備

ときめきマルシェ
プロジェクト ときめきマルシェ

市民が主体となって、市との協
働により、魅力あるマルシェを
開催

■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151

Q
　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
リ
コ
ー
ル
の

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
が
、
ど
う
い

う
場
合
に
行
わ
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
家
に
リ
コ
ー
ル
品
が
あ
る

か
手
軽
に
知
る
方
法
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　（
40
歳
代
・
女
性
）

A
　
リ
コ
ー
ル
（
回
収
）
は
、
家
電

や
自
動
車
な
ど
の
製
品
に
何
ら
か
の

不
具
合
が
あ
り
、
問
題
が
見
つ
か
っ

た
時
に
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
家
庭
製
品
の
場
合
は
、
製
品
に
設

計
・
製
造
上
の
欠
陥
や
事
故
の
発
生
、

食
品
に
異
物
混
入
、
原
材
料
名
・
原

産
地
・
賞
味
期
限
な
ど
の
表
示
ミ
ス

が
リ
コ
ー
ル
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
消
費
者
庁
で
は
「
リ
コ
ー
ル
情
報

サ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
消

費
者
向
け
の
製
品
に
つ
い
て
最
新
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
リ
コ
ー

ル
対
象
品
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
家

庭
製
品
な
ど
の
リ
コ
ー
ル
情
報
の
確

認
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

リ
コ
ー
ル
に
は
2
通
り

あ
り
ま
す

◆
法
令
に
基
づ
く
リ
コ
ー
ル

　
法
令
に
基
づ
く
国
や
都
道
府
県
か

ご
存
知
で
す
か
「
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト
」

　
〜
暮
ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
に
〜

　

ら
の
回
収
命
令
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
件
数
は
少
な
い
も
の
の
、
現
在
回

収
対
象
の
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、

ガ
ス
湯
沸
か
し
器
、
加
湿
器
は
い
ず

れ
も
死
亡
者
が
出
る
重
大
事
故
に
な

っ
た
製
品
で
す
。

　
身
の
回
り
を
よ
く
点
検
し
、
疑
わ

し
い
場
合
は
絶
対
に
使
用
せ
ず
、
す

ぐ
に
メ
ー
カ
ー
に
連
絡
し
必
要
な
対

応
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
製
造
・
販
売
者
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

　
製
造
・
販
売
企
業
の
判
断
に
よ
り

自
主
的
に
回
収
す
る
も
の
で
す
。

　
消
費
者
か
ら
の
情
報
提
供
や
製
造

現
場
か
ら
の
報
告
な
ど
、
市
場
に
出

回
る
こ
と
が
好
ま
し
く
な
い
と
企
業

が
判
断
し
た
場
合
に
行
い
ま
す
。

　
リ
コ
ー
ル
情
報
の
大
半
は
自
主
回

収
で
、
返
金
・
交
換
・
無
償
修
理
な

ど
対
応
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
が
特
定
で
き
な

い
製
品
や
食
品
の
回
収
は
、
企
業
側

か
ら
の
情
報
発
信
だ
け
で
は
周
知
が

困
難
な
た
め
、
回
収
漏
れ
と
な
る
製

品
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
で
は
家
電
量
販
店
に
お
い
て
、

会
員
の
購
入
履
歴
か
ら
リ
コ
ー
ル
情

報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
安
に

な
っ
た
り
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
212

平
和
の
折
り
鶴
を
広
島

へ
送
り
ま
し
た

　
1
月
30
日
〜
3
月
17
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
平
和
事
業
で
は
、
市
内
外

の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

に
よ
り
、
3
月
23
日
に
2
5
4
、
4

2
3
羽
の
折
り
鶴
を
広
島
市
へ
発
送

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
送
付
し
た
折
り
鶴
は
、
広
島
市
平

和
記
念
公
園
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

消防団長に中村敎雄さんが就任
　平成25年から長きにわたって消防
団長として活躍し3月31日で退任した
川上正紀さんの後任に、中村敎

たか お
雄さ

んを4月1日付けで消防団長に任命し
ました。
　中村さんは平成元年に消防団に入
団し、平成21年からは副団長として
団長を補佐しながら、火災や災害か
ら市民の生命・財産を守るために活

躍しています。
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

選挙管理委員の異動
　選挙管理委員の五十嵐健一さん（根）が辞職し、
新たに伊藤千惠子さん（根）が就任しました。
　任期は、3月3日から平成31年5月14日まです。
■問　選挙管理委員会　内線3312・3

食
品
な
ど
の
放
射
性
物

質
検
査

　
市
で
は
自
宅
な
ど
で
消
費
す
る
食

品
な
ど
の
放
射
性
物
質
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
検
査
品
の
持
ち
込
み
は

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
前
8
時
30
分

〜
11
時
（
市
役
所
が
休
み
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）
で
す
。
検
査
を
受
け
る

に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
食
品
は
検
査
を
正
確
に
行
う
た
め
、

食
べ
ら
れ
る
部
分
を
細
か
く
刻
み
、

3
0
0
㌘
以
上
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
入
れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
料
物
の
場
合
は
2
㍑
以
上
を
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
て
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
結
果
は
、
検
査
日
が
火
曜
日

の
場
合
は
木
曜
日
、
木
曜
日
の
場
合

は
月
曜
日
（
市
役
所
が
休
み
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）
に
商
工
振
興
課
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
郵
送
で
希
望
す
る
場
合
は
82
円
切

手
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

　
市
民
ま
た
は
市
内
業
者

検
査
品
目

　
自
宅
や
事
業
所
な
ど
で

消
費
さ
れ
る
食
品
お
よ
び
飲
料
物

※
土
壌
は
対
象
外
で
す
。

検
査
費
用
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班

　
内
線
3
2
4
2
へ

作業の様子

中村敎雄消防団長

　市では「輝くためのわたしスタイル」をテーマに、女性起業家や起
業を目指す人の体験型ワークショップ（ハンドメイド・地場産業・美
容・飲食・教育関係）の出展など、若い世代の多様な生き方・働き方
を応援するイベントを11月11日㈯に開催します。
　このイベントの企画立案や運営を行う実行委員、前日の会場準備、
当日の受け付け・案内、片付けなど、運営に協力できるボランティア
を募集します。男女問わずどなたでも応募できますので、一緒にイベ
ントを盛り上げませんか。
①実行委員
対象　市内在住・在勤の18歳以上で実行委員会議（10回程度）に参加
できる人　8人（応募者多数の場合は書類選考）
※実行委員はイベントの企画や立案、運営のノウハウを学ぶ講座に無
料で参加することができます。
②運営ボランティア
対象　事前準備や当日にボランティアとして参加できる15歳以上の人
20人（申し込み順）
■申・■問　所定の応募用紙（企画政策課、市ホームページにあります）
に必要事項を記入の上、①は4月28日㈮、②は10月31日㈫までにメー
ルか直接企画政策課男女共同参画室　内線3354・5、{kikaku-seisaku@
city.shiroi.chiba.jpへ

出展者と実行委員・運営ボランティアなど関係者の皆さん

～輝くためのわたしスタイル～
実行委員と運営ボランティア募集

2017白井フェミナス♥＋
ハートプラス
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
平
成
29
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

　
願
書
は
、
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
佐
倉
市
）
お
よ
び
同
セ
ン
タ
ー

成
田
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
願
書
の
受
け
付
け
は
印
旛
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
5
月
16
日
㈫
か
ら

18
日
㈭
ま
で
（
午
前
10
時
〜
午
後
4

時
）
で
す
。

試
験
日

　
7
月
26
日
㈬

試
験
会
場

　
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示

場
展
示
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）

申
・
問

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
へ

　「80歳になっても自分の歯を20本以上保ちましょう」をテー
マに、歯の健康づくりに関する「8020（ハチマルニイマル）
運動」が全国で展開されています。
　市では正しい歯科疾患の予防に関す
る「標語」と「よい歯のコンクール」
の参加者を募集します。

◆標語の募集
　市内在住・在勤・在学者で、口

こうくう

腔全
体の健康を取り上げ、かつ成長期だけ
でなく生涯にわたってのスローガンと
なるようなものを、任意用紙かはがき（1枚に付き1つ）に記
入して提出してください。

◆よい歯のコンクールの募集
対象　次のいずれかに該当する人
●市内在住で自分の歯（かぶせた歯やさし歯も可）が20本以
上ある80歳以上の人
●市内在住で平成28年度中に3歳児健康診査を受け、次の①
から③までの全てに該当する子とその保護者
①むし歯がなく、歯並び・かみ合わせが良い子とその保護者
②歯の治療経験がない子
③歯肉の状態が良い保護者
■申・■問　標語は28日㈮までに郵送（消印有効）か直接、よい
歯のコンクールは26日㈬までに電話か直接健康課健康づくり
推進班　☎（497）3494へ

正しい歯科疾患の予防に関する「標語」「よい歯のコンクール」
の参加者を募集

　市では、高齢者が住み慣れた地域で孤立することなく安心して
暮らせることを目的に「高齢者みまもりネットワーク」の構築に取
り組んでいます。
　3月15日に協力事業者などとの連携会議を開催し、継続的な見守り
により人命救助につなげ、命を守ることに貢献した㈱エヌ・アイ・エ
スとNPO法人コラボしろいの2事業者の皆さんに市から感謝状を贈呈
しました。
　新聞販売店の㈱エヌ・アイ・エスは、市内において新聞配達の際
に数日前から新聞がたまっていることに気付き市役所へ通報し、疾
病により自宅内で衰弱している人の発見につながりました。
　NPO法人コラボしろいは、市内の高齢者宅を訪問しても応答がな
いため市役所へ通報し、自宅内で脱水症状で動けない人の救急搬送
につながりました。これらの協定に基づいた行動がきっかけとなり
人命救助に結び付きました。
　現在、267事業者などが市内高齢者の見まもりに協力しています。
高齢者みまもりネットワークの輪を広げるため、随時協力事業者を
募集していますので、活動に興味がある場合は問い合わせてくださ
い。
■問　地域包括支援センター　☎（497）3474

㈱エヌ・アイ・エス、NPO法人
コラボしろいの2事業者へ感謝状贈呈
～高齢者みまもりネットワーク連携会議～

左からNPO法人コラボしろい小池さん、細川さん、伊澤市長、㈱エヌ・アイ・エス能登
代表取締役、NPO法人コラボしろい高橋さん

東日本電信電話株式会社と「災害時用
公衆電話の設置・利用に関する覚書」

を締結しました
　市では、災害時の
通話手段を確保する
ため、3月16日に東
日本電信電話株式会
社と「災害時用公衆
電話の設置・利用に
関する覚書」を締結
しました。
　災害時用公衆電話
は、災害時に避難所
で被災者が通話料無
料で利用できる臨時
公衆電話サービスで、
被災者の安否確認や
安心安全を確保するための手助けにつながるものです。
　避難所に災害時用公衆電話の回線を敷設することで、災害発生時には
電話機を接続するだけで速やかに利用することができます。
　今後は、夏ごろまでに市が指定している市内の小中学校や高等学校、
各センターの22カ所に災害時用公衆電話の設置、回線工事を進めていき
ます。
■問　市民安全課消防防災班　内線3325

東日本電信電話㈱境千葉西支店長（左）と伊澤市長

◆
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

　
平
成
29
年
度
調
理
師
試
験
を
受
験

す
る
人
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
千
葉
県
調

理
師
試
験
願
書
受
け
付
け
の
際
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
（
要
受
講
料
）。

日
時
　
6
月
30
日
㈮
　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
30
分

場
所

　
佐
倉
市
中
央
公
民
館

申
・
問

　
印
旛
保
健
所
管
内
調
理
師

会
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
2
9
1
1

（
火
・
木
曜
日
）
へ

「
戦
争
体
験
記
」
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

〜
あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ
平
和
都
市

30
周
年
記
念
連
載
〜

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
が
平
和
都

市
宣
言
か
ら
30
周
年
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
記
念
事
業
と
し
て
「
広
報
し

ろ
い
」
に
市
民
か
ら
募
集
し
た
貴
重

な
戦
争
体
験
談
を
1
年
間
連
載
し
ま

し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
連
載
記
事
を

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
戦
争
の
記

憶
と
向
き
合
い
、
平
和
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
掲
載
中
の
戦
争
体
験
記
に
つ
い
て
、

平
和
学
習
な
ど
で
活
用
し
た
い
人
、

自
分
や
家
族
の
体
験
を
掲
載
し
た
い

人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

空き家の適正な管理は所有者などの責任
～公益社団法人白井市シルバー人材センター

が空き家の管理を手伝います～
　「空家等対策の推進に関する特別措置法」では、空き家の所有
者または管理者に空き家の適正な管理を求めています。
　市では、公益社団法人白井市シルバー人材センターと協定を締
結し、相互に連携・協力をしながら所有者などによる空き家の適
正な管理を推進しています。
　空き家の所有者などの要望に応じて、市内の空き家の管理業務
を請け負いますので、事情により空き家の管理ができない人は白
井市シルバー人材センターへ相談してください。

白井市シルバー人材センターが行う業務
　空き家の見回り、外観点検、除草、樹木の剪定（せんてい）、清
掃、換気、管理状況の報告など
※料金などの詳細については問い合わせてください。
■申・■問　公益社団法人白井市シルバー人材センター　☎（498）
1717へ

■問　建築宅地課建築班　内線3221

少
量
ご
み
は
集
積
所
に

出
し
ま
し
ょ
う

〜
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
　

　
　
ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
〜

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

み
の
持
ち
込
み
は
、
引
っ
越
し
な
ど

で
集
積
所
に
出
せ
な
い
よ
う
な
多
量

の
ご
み
が
出
る
場
合
に
対
応
す
る
も

の
で
す
が
、
資
源
物
や
少
量
の
持
ち

込
み
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
車
で
来
場
す
る
と
工

場
内
で
の
事
故
や
二
酸
化
炭
素
の
発

生
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
も
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
少
量
の
ご
み
は
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
み
を

破
砕
・
焼
却
処
理
す
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
資
源
化
さ
れ
ま
せ
ん
。
ビ
ン
、

缶
、
古
紙
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
資
源
物
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
集
積
所

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7



教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー
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〰
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　文化財を現在に生かしながら未来に伝えるため、市では指定文化
財を指定し保護・活用をしています。3月23日付けで下記の3件を新
たに指定しました。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

法目のオビシャ（無形民俗文化財）
　毎年1月15日に八幡神社で行われ、
星状の文様に「鬼」と書かれた的を
ガマズミの木で作った弓で射ること
で、その年の豊凶を占う、市内を代
表するオビシャ行事です。

富ヶ沢の辻
つじ

切
き

り（無形民俗文化財）
　陰陽道や密教などに由来すると
考えられる「 急々如律令」の文字
や五芒星（ごぼうせい）、縦横各９
本の格子文が書かれた特徴的な木
札を下げた県下でも希少な市内を
代表する辻切り行事です。

市指定文化財を指定しました

一
本
桜
南
遺
跡
の
古

墳
時
代
集
落

　
か
つ
て
桜
台
3
丁
目
に
所
在
し

た
「
一
本
桜
南
遺
跡
」
は
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
に
先
立
っ

て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
面
積
は
3
万
平
方
㍍
に
も

お
よ
び
、
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳

時
代
に
至
る
人
々
の
生
活
痕
跡
が

数
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
以
前
紹
介
し
た
古

墳
時
代
初
頭
の
小
型
壷つ

ぼ
と
そ
の
中

に
収
め
ら
れ
て
い
た
砂
鉄
は
、
千

葉
県
内
の
製
鉄
関
連
資
料
と
し
て

最
古
級
で
あ
る
こ
と
や
砂
鉄
が
収

め
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
希

少
な
事
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
の
歴
史
上
重
要
な
も
の
と
し
て

平
成
29
年
3
月
23
日
付
け
で
市
の

指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
砂
鉄
入
り
の
小
型
壷

が
出
土
す
る
な
ど
、
本
遺
跡
を
代

表
す
る
時
期
の
一
つ
で
あ
る
古
墳

時
代
初
頭
（
3
世
紀
）
の
集
落
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
最
大
の
特

徴
は
、
60
軒
も
の
竪
穴
住
居
で
構

成
さ
れ
る
大
規
模
な
集
落
と
い
う

こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の

住
居
が
同
時
に
存
在
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
一
定
の

期
間
、
台
地
上
に
広
く
集
落
が
展

開
し
た
こ
と
は
確
実
で
す
。

　
少
し
視
野
を
広
げ
ま
す
と
、
古

墳
時
代
初
頭
の
本
市
東
部
か
ら
印

西
市
南
部
、
八
千
代
市
北
部
の
神

崎
川
流
域
に
は
、
大
規
模
な
集
落

が
非
常
に
多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

印
西
市
向
新
田
遺
跡
で
竪
穴
住
居

83
軒
、
同
市
泉
北
側
第
2
遺
跡
で

69
軒
、
本
市
の
復
山
谷
遺
跡
で
も

40
軒
な
ど
、
村
々
が
一
斉
に
開
か

れ
た
状
況
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　
本
市
や
印
西
市
で
は
、
前
段
階

の
弥
生
時
代
後
期
に
は
小
規
模
な

集
落
が
散
在
す
る
状
況
で
あ
り
、

特
に
本
遺
跡
で
は
弥
生
時
代
の
竪

穴
住
居
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
長
期
間
無
住
で
あ
っ
た
土

地
に
別
の
場
所
か
ら
大
勢
の
人
々

が
一
気
に
移
住
し
て
き
た
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
よ
う
な
状
況
と
も
い
え

ま
す
。
移
住
元
の
特
定
は
難
し
い

の
で
す
が
、
出
土
し
た
土
器
の
特

徴
か
ら
東
京
湾
沿
岸
地
域
が
候
補

と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
後
、
多
数
出
現
し
た
大
規

模
な
集
落
群
は
、
本
遺
跡
を
含
め

短
期
間
で
終
し
ゅ
う
え
ん

焉
を
迎
え
、
人
々
は

再
び
い
ず
れ
か
の
場
所
へ
移
住
し

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
遺
跡
の
集
落

の
あ
り
方
は
古
墳
時
代
が
始
ま
る

頃
の
印
旛
沼
西
岸
周
辺
で
は
大
規

模
な
人
々
の
移
動
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
を
物
語
る
一
つ
の
事
例
と
し

て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

一本桜南遺跡の砂鉄資料
（有形文化財（考古資料））
　桜台3丁目付近にあった古墳時代
初頭の遺跡から出土した壷（つぼ）
の中に砂鉄が収められていた希少な
もので、県内最古級の製鉄関連資料
として市の歴史上重要なものです。

一本桜南遺跡の古墳時代初頭の集落
（□は竪穴住居を示します）

　市民のスポーツレクリエーション普及・振興のため、25人の委員を
委嘱しました。任期は平成29年4月1日から平成31年3月31日までの2年
で、委員は次の皆さんです。
【スポーツ推進委員（順不同・敬称略）】
　張貝正夫、石﨑忠和、河本静枝、坂野陽子、上條明美、鶴岡忠幸、
川上美津子、山本久男、川上美則、伊東政信、朝倉恵美子、小圷吉美、
坂本弘之、青木稔、稲垣雅也、森川拓、石井薫、笠井京子、逸見輝雄、
鈴木芳雄、有本駒子、伊東里恵、川口順子、宮地利枝、白子素子
【スポーツ推進委員とは】
　スポーツ推進委員は市の非常勤特別職で、地域住民が気軽にスポー
ツやレクリエーション活動に参加できるような生涯スポーツ活動の盛
んなまちづくりを推進し、スポーツ・レクリエーション祭などの主催
事業のほか、白井スポーツフェスタや梨マラソンなどイベントへの協力、
総合型地域スポーツクラブの運営や設立、スポーツ指導者の養成など
で活躍し、健康で明るい地域社会の形成に貢献しています。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3436

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

スポーツ推進委員を委嘱しました

第25回白井市青少年海外派遣参加者募集
　市では青少年の国際理解を深め、国際的視野を広めるために毎年中学生を
オーストラリアの友好都市キャンパスピ市とブリンバンク市の学校へ派遣し
ており、今年で25年目を迎えます。
　派遣先の学校が立てた計画に沿って授業や校外学
習へ参加し、ホストファミリーの家庭でホームステ
イを行いますので、国際交流に関心のある私立中学
校などへ通っている中学生の参加者を募集します。
※国際情勢などの影響で予定が変更になる場合もあ
ります。
日程　8月16日㈬～ 26日㈯（10泊11日）
対象　市内在住の私立中学校などに通う中学2・3年
生　若干名（作文および面接などにより選考）
※市立中学校に通う生徒の参加者は、各中学校を通じて募集します。
費用　約20万円（個人負担約17万円、補助金3万円）
■申・■問　5月8日㈪までに所定の用紙（市または市教育センター室のホームペー
ジにあります）に必要事項を記入の上、直接教育センター室　内線3471へ

すてきな思い出をつくろう♪

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
新
緑
の
中
で
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
程
　
5
月
23
日
㈫

場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
2
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法

　
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

プ
レ
ー
費

　
1
4
、5
0
0
円（
キ
ャ

デ
ィ
ー
付
き
、
昼
食
費
含
む
）

市民ゴルフ大会申し込み先
氏名・名称 住所・所在地 電話番号

木下智義 桜台2－6－2－705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1－5－9－401 （491）3900
千秋繁 南山3－6－6 （491）5695
山田政男 河原子357－1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826－31 （491）0026
ウエストグリー
ンテニスクラブ 根1071－2 （491）8904

宇田川清次 根1918－11 （491）6160
千葉光商事 根1777－1 （491）5111
阪東修 けやき台1－2－1－1012 090（9851）7314
谷口八郎 けやき台2－6－4－103（491）3404
平井勲 清水口1－5－2－502 （491）1482
宮崎信行 清水口2－1－12－702 （491）2451
田辺裕 清水口3－28－7 （491）3476
林國三 七次台3－41－5 （492）5686
内田弘 大山口2－4－4－107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198－38 （445）2110
田上聖視 大松1－2－23 （491）2253
市生涯学習課スポーツ振興班 （492）1111

申
　
申
込
書
（
左
表
の
申
し
込
み
先

か
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
4
月
29
日
㈷

ま
で
に
直
接
申
し
込
み
先
へ

問
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　
田
上

☎
（
4
9
1
）
2
2
5
3
、
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4

3
5

一人で悩まないで！
認知症家族の会「しゃぼん玉倶楽部」

に参加してみませんか
　しゃぼん玉倶楽部では、「もしかしたら、家族が認知症かも」「こんな時、
他の人はどのように対応しているのか知りたい」など、同じような悩み
を持つ人たちが集まり、情報交換や体験したことを話しています。
　「大変な思いをしているのは自分だけではない」、そう感じるだけで気
持ちが少し軽くなるかもしれません。認知症や認知症介護についてみん
なで悩みを話したり情報を交換してみませんか。
日時　5月10日㈬　午前10時～正午（申し込み不要）
場所　保健福祉センター
参加費　100円（飲み物代）
※奇数月の第2水曜日に開催しています。開催場所などに変動があるため、
市ホームページで確認するか問い合わせてください。
■問　認知症家族の会「しゃぼん玉倶楽部」代表　片岡　☎080（3462）
3481、地域包括支援センター　☎（497）3474

2017.4.157



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

趣
味
・
教
養
・
学
習

冨  

筋
力
・
能
力
ア
ッ
プ

体
操
教
室

　「
筋
力
・
能
力
ア
ッ
プ
体
操
」
を

日
常
生
活
に
取
り
入
れ
、
健
康
年
齢

を
高
め
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
18
日
㈫
　
午
前
9
時
〜
10
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
前
教
育
長

　
山
本
達
雄
さ
ん
、

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
　
川
合
琢

也
さ
ん

持
ち
物
　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
16
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

西  

英
国
風
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
季
節
の
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
28
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
所
属

　
下
村
紀

子
さ
ん

持
ち
物
　
は
さ
み
、
直
径
10
㌢
㍍
の

容
器
、
持
ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費

　
1
、
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

西  

ゲ
ー
ム
で
笑
っ
て
！

認
知
症
予
防

　
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、

み
ん
な
で
楽
し
く
笑
っ
て
脳
を
活
性

化
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
10
日
㈬
か
ら
平
成
30
年

3
月
ま
で
の
毎
月
第
3
水
曜
日
（
3

月
の
み
第
2
水
曜
日
・
全
11
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
資
料
代

ほ
か
）

申
　
5
月
2
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
皆
さ

ん
、
多
機
能
型
訓
練
事
業
所
（
自
立

生
活
訓
練
所
）
が
行
っ
て
い
る
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
5
月
12
日
㈮
　
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

講
師

　
多
機
能
型
訓
練
事
業
所
「
松

戸
あ
じ
さ
い
」　
小
林
文
恵
所
長

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

初
級
点
字
講
座

　
視
覚
障
害
者
の
情
報
収
集
手
段
の

ひ
と
つ
で
あ
る
点
字
の
基
礎
知
識
と

実
技
を
学
び
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
は
「
点
字
サ
ー
ク
ル

あ
や
の
会
」
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

6
月
2
日
・
9
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

西  

職
人
に
よ
る
手
作
り

和
菓
子
教
室

　
柏
餅
や
練
り
切
り
と
い
っ
た
季
節

の
和
菓
子
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
14
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象

　
一
般

　
24
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
菓
匠
松
久

　
石
井
輝
章
店
主

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費
　
8
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
5
月
2
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福   

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員
　
5
月
16
日
㈫

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
ト
ン
ボ
玉
で

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
・
10
人

　
②
正

午
〜
午
後
2
時
・
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ

ラ
ン
チ
（
鶏
と
ゴ
ボ
ウ
の
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
パ
ス
タ
、
サ
ラ
ダ
、
パ
ン
、
ゼ

リ
ー
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
①
8
0
0
円

　
②
5
0
0

円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

　
焼
き
菓
子
販
売
も
行
い
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
定
員

　
5
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
①
姿
勢
改

善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
12
人

　
②
体
験

ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
＆
キ
ッ
ズ
ネ
イ
ル
・

10
人
　
③
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
・
16
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
各
5
0
0
円
（
材
料
費
ほ

か
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

初
級
朗
読
講
習
会

　
視
覚
障
害
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

音
声
訳
の
基
礎
知
識
と
技
術
を
学
び
、

視
覚
障
害
者
か
ら
音
声
訳
の
大
切
さ

な
ど
の
話
を
聞
け
ま
す
。

　
講
習
会
終
了
後
は
広
報
紙
な
ど
の

音
声
訳
を
行
っ
て
い
る
「
白
井
市
音

子

育

て

冨 

親
子
＆
い
ち
ご

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
テ
ィ
ー
タ
イ

ム（
保
育
あ
り
）を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
以

上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
40

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

西  

プ
レ
親
子
体
操
教
室

　
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。

日
時

　
5
月
12
日
㈮
か
ら
10
月
ま
で

の
毎
月
第
2
・
4
金
曜
日
（
8
月
を

除
く
全
10
回
）　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
2
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
は
ざ
ま
運
動
室

　
星
名
裕
樹

代
表

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

参
加
費
　
3
、
5
0
0
円
（
資
料
代

ほ
か
）

申
　
4
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

英国風フラワーアレンジメント

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　
白
井
市
民
大
学
校
で
は
「
健
康
生

活
学
部
」「
シ
ニ
ア
学
部
」「
し
ろ
い

発
見
学
部
」
の
3
つ
の
学
部
を
設
け
、

学
部
ご
と
に
特
色
あ
る
講
座
を
開
催

し
、
健
康
的
な
生
活
の
実
践
や
仲
間
・

生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
の
魅
力
発

見
な
ど
、
自
ら
の
生
活
に
役
立
つ
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
入
学
生
の
多
く
は
シ
ニ
ア
世
代
で

積
極
的
に
学
び
、
楽
し
く
交
流
し
、

た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
、
卒
業

後
は
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
を
希
望
す
る
人
は
入
学
案
内

で
入
学
資
格
な
ど
を
必
ず
確
認
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
白
井
市
民
大
学
校
で
新
た
な
発
見

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
学
案
内
設
置
場
所

　
生
涯
学
習
課
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
セ
ン
タ
ー
、

北
総
鉄
道
白
井
駅
・
西
白
井
駅
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
あ
り
）

受
講
料
　
各
学
部
3
、
0
0
0
円

（
保
険
代
、
材
料
費
ほ
か
）

申
・
問

　
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
5
月
12
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
か
メ
ー
ル
、
直
接
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班

　
内
線
3
4
3
1
〜

3
・

 sy
o
u
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@

city
.sh
iro
i.ch
ib
a.jp

へ

入
学
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

　
白
井
市
民
大
学
校
を
初
め
て
知
っ

た
人
、
ど
の
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
ら
い

い
か
迷
っ
て
い
る
人
、
コ
ー
ス
の
特

色
を
詳
し
く
知
り
た
い
人
な
ど
、
白

井
市
民
大
学
校
の
入
学
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
電
話
や
直
接
受
け
付
け
ま
す
の
で

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
2

平成29年度白井市民大学校受講生募集要項（抜粋）
募集
コース

健康生活学部
（13期生）

シニア学部
（13期生）

しろい発見学部
（8期生）

目標

「健康」をキーワードに
体や心、地域の幅広い視
点からさまざまなテーマ
で学習し、健康的な生活
や健康づくり活動の実践
を目指します。

高齢期を豊かに生きるた
めの班単位での学習を通
じて、友人や生きがいを
つくるとともに生涯にわ
たる自主的な学習の実践
を目指します。

地域をテーマに見て、聞
いて、歩いて学習し、し
ろいの魅力を発見すると
ともに地域への愛着と生
きがいのある生活の実践
を目指します。

対象

市内在住・在勤の40歳以上
20人

市内在住･在勤の60歳以上
20人

市内在住･在勤の40歳以上で
5㌔㍍程度歩ける人　20人

おおむね80㌫以上の講座を受講でき、学習成果を自らの生活で実践し積極的に生
かす意欲がある人
※応募者多数の場合は過去の受講歴を考慮した上で公開抽選会により決定します。
【注意事項】
●過去に受講した学部の再入学はできません
●年齢は平成29年4月1日現在となります

修業年限 1年（月2日程度） 2年（月2日程度） 1年（月2日程度）

地元農家を訪ね収穫体験（しろい発見学部）

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
や
ま
び
こ
」
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
5
月
17
日
・
24
日
・
31
日
、

6
月
7
日
・
14
日
・
21
日
（
各
水
曜
日
・

全
6
回
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
5
月
1
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
電

話
か
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
ou

g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.sh
iro

i.ch
iba.jp

へ

古
文
書
講
座

　
　
　
　

「
く
ず
し
字
を
読
も
う
」

　「
く
ず
し
字
辞
典
」
の
引
き
方
を

知
り
、
古
文
書
解
読
の
基
礎
を
学
ぶ

初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

日
時
　
5
月
18
日
㈭
・
25
日
㈭
、
6

月
1
日
㈭
（
全
3
回
）　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

対
象

　
指
定
す
る
く
ず
し
字
辞
典
が

用
意
で
き
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
く
ず
し
字
辞
典

参
加
費
　
2
、
3
7
6
円
（
辞
典
代
）

申
　
4
月
30
日
㈰
ま
で
に
直
接
郷
土

資
料
館
へ

※
電
話
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

白
井
市
民
大
学
校
新
入
学
生
を
募
集

仲
間
が
集
う
学
び
の
場
！
　
新
た
な
自
分
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
！

市歯科衛生士による講座風景（健康生活学部）
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子

ど

も

桜   

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
4
月
22
日
、
5
月
27
日
、
6

月
24
日
、
7
月
22
日
、
8
月
26
日

高

齢

者

シ   
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

駅  

偉
人
に
学
ぶ
大
人
の

生
き
方

　
人
生
の
ベ
テ
ラ
ン
世
代
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
先
人

か
ら
学
ん
で
お
き
た
い
事
柄
の
講
義

と
茶
話
会
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
①
5
月
12
日
㈮
・
ソ

ク
ラ
テ
ス
　
②
5
月
17
日
㈬
・
イ
エ

ス
キ
リ
ス
ト
　
③
5
月
23
日
㈫
・
ブ

ッ
ダ

　
④
6
月
2
日
㈮
・
孔
子

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

　
20
人

（
申
し
込
み
順
、
当
日
参
加
も
可
）

講
師
　
元
都
立
高
校
教
諭
　
栗
原
茂

幸
さ
ん

参
加
費

　
1
回
1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
「
白
井
俳
句
会
」
会
員
募
集

　
俳
句
は
日
本
人
の
心
で
す
。
世
界

で
一
番
短
い
詩
の
俳
句
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2
金
曜
日
　
午
後
1

時
〜
4
時

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

講
師
　
俳
人
協
会
　
吉
川
禮
子
理
事

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

問
　
柳
沢
☎
（
4
4
4
）
7
0
9
3

◆
「
手
あ
み
ニ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
」
会

員
募
集

　
手
作
り
の
セ
ー
タ
ー
や
帽
子
な
ど

を
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日
（
月
3
回
）　

午
前
11
時
〜
午
後
1
時

　
場
所

　
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
月
会
費

　
3
、

0
0
0
円

問
　
天
野
☎
（
4
9
1
）
3
0
0
2

◆
「
白
井
ペ
ン
習
字
」
会
員
募
集

　
美
し
い
文
字
を
「
筆
ペ
ン
」「
つ

け
ペ
ン
」「
ボ
ー
ル
ペ
ン
」
三
種
の

技
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
歓

迎
し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
　
午
前

11
時
〜
午
後
1
時
　
場
所
　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

　
入
会
金

　
1
、
0
0
0

円
　
月
会
費

　
2
、
5
0
0
円

問
　
遠
藤
☎
（
4
9
1
）
3
7
8
4

◆
四
季
の
花
・
植
物
で
里
地
里
山
を

彩
る
市
民
活
動
参
加
者
募
集

　
市
北
東
部
の
金
山
落
か
ら
下
手
賀

沼
に
か
け
て
の
地
域
で
景
観
植
物
・

景
観
作
物
の
栽
培
と
環
境
整
備
を
行

い
、
白
井
の
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
作

る
手
助
け
の
市
民
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
都
合
の
良
い
日
を
選
ん
で
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程

　
4
月
22
日
〜
12
月
23
日
の
原

則
土
曜
日
（
全
16
回
、
雨
天
中
止
）

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
9
時
30
分
・

平
塚
の
里
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
延
命

寺
北
側
）　
対
象
　
市
民
　
各
日
15

人
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物
　
昼

食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
軍

◆
白
鳥
の
写
真
展

　
毎
年
11
月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬
頃

ま
で
越
冬
の
た
め
、
遠
い
北
の
国
か

ら
清
水
口
調
整
池
に
飛
来
す
る
白
鳥

と
池
で
遊
ぶ
鳥
た
ち
の
写
真
展
（
A

4
約
1
0
0
枚
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

　
19
日
㈬
〜
30
日
㈰

　
場
所

　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
（
月
曜
日
休

館
）

問
　
武
石
☎
（
4
9
1
）
8
3
7
7

◆
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
開
店
10
周
年
イ
ベ
ン
ト

　
店
内
で
1
、
0
0
0
円
以
上
買
い

物
を
し
た
先
着
1
0
0
人
に
紅
白
ま

ん
じ
ゅ
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
米
の
す
く

い
ど
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
元
野

菜
の
特
売
や
焼
き
そ
ば
、
赤
飯
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

　
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
な
し
坊
」
も
来
店
し
ま
す
の
で
、

み
ん
な
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
や
お
ぱ
ぁ
く

問
　
や
お
ぱ
ぁ
く
☎
（
4
9
8
）
2

0
0
7

◆
自
然
観
察
会
「
春
の
野
の
花
」

　
春
の
野
原
を
散
策
し
な
が
ら
、
野

に
咲
く
花
々
を
眺
め
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
29
日
㈷

　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）　
集
合
場
所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
2
駐
車
場
（
清
戸
）

対
象
　
市
民
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
、

中
学
生
以
下
は
無
料
）

申
・
問

　
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
メ

ー
ル
で
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原

っ
ぱ
と
森
の
会
　
齋
藤
☎
（
4
9
1
）

8
3
5
7
・

 y
m
h
arap

p
a@

y
ah
oo.co.jp

へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管
理
者
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
①
4
月
29
日
㈷
・
千

葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
5
月
27
日
㈯
・
船
橋
市
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
　
時
間
　
午
後
1
時
〜
4

時
　
対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

　
和
太
鼓
の
演
奏
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
模
擬
店
、
こ
い
の
ぼ
り
潜
り
、

宝
探
し
、
む
か
し
遊
び
な
ど
、
楽
し

い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
は
会
場
で
4
月
23
日

㈰
か
ら
5
月
5
日
㈷
ま
で
揚
げ
ま
す
。

※
使
用
し
て
い
な
い
こ
い
の
ぼ
り
が

あ
れ
ば
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
4
日
㈷
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
時
は
5
日
㈷
に
延

期
）　
場
所

　
冨
士
南
園
広
場

問
　
白
井
第
三
小
学
校
区
こ
い
の
ぼ

り
祭
り
実
行
委
員
会
☎
（
4
4
6
）

2
6
0
0
（
火
・
木
・
土
曜
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
）

◆
し
ろ
い
七
福
神
・
菖し

ょ
う
ぶ蒲

ま
つ
り

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
る
た

め
「
し
ろ
い
七
福
神
・
菖
蒲
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
住
職
に
よ
る
法
話
や
各
種
模
擬
店
、

地
元
野
菜
と
特
産
品
の
販
売
、
太
鼓

の
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
野
だ
て
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
5
月
7
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
　
場
所
　
来ら

い
こ
う
じ

迎
寺
（
折
立
）

問
　
し
ろ
い
七
福
神
菖
蒲
ま
つ
り
実

行
委
員
会
☎
（
4
9
2
）
0
8
7
7

◆
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会

　
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

の
講
演
や
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
5
月
7
日
㈰

　
午
後
1
時
〜

4
時

　
場
所

　
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏
市
）

対
象
　
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着

者
（
予
定
者
）
お
よ
び
そ
の
家
族

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
資
料
代

ほ
か
、
付
添
人
は
無
料
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
日
本

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の
会
千
葉

県
支
部
☎
・

0
4
3
（
2
6
3
）

7
7
4
4
へ

◆
新
緑
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
!

　
実
際
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
O
U
T
9

ホ
ー
ル
を
使
い
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
内
は
飲
食
が
で
き
、
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
程

　
5
月
9
日
㈫
（
雨
天
決
行
）

受
付
時
間

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

2
時
　
場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
（
清
戸
）

問
　
㈱
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
☎

（
4
9
7
）
0
2
3
6

（
各
土
曜
日
）　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
自
由

参
加
）

福   

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
書
写
講
座
〜
自
分
の
名
前

を
キ
レ
イ
に
書
こ
う
〜
」

　
誰
よ
り
も
上
手
に
自
分
の
名
前
を

日程 内容
5月21日㈰　9：30 ～ 12：00 いちご狩り体験（小雨決行）
8月上旬の平日　9：30～ 15：00福祉センター「納涼祭」に参加
11月上旬の日曜日
9：30 ～ 14：30

地域の人に教えてもらおう
「そば打ち体験」

12月上旬の日曜日
9：00 ～ 12：30

手賀沼流域白井地区（金山落、
今井の桜並木）クリーンデイ
に参加

3月3日㈯か4日㈰
9：00 ～ 15：00

「さくセンフェスタ」でボラン
ティア体験

 桜   さくらだいクラブ～白井探検隊～
　自分が住んでいる「白井」を探検してみよう。
日程・内容　下表のとおり（全5回）
集合場所　桜台センター
対象　市内在住の小学3年～中学生　8人（申し込み順）
持ち物　飲み物ほか
参加費　1,500円（材料費ほか）
■申　5月13日㈯までに電話か直接桜台センターへ

手
、
長
靴
　
参
加
費
　
1
回
1
0
0

円
（
保
険
代
ほ
か
）

※
予
定
を
記
載
し
た
案
内
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
N
P
O
法
人
し
ろ

い
環
境
塾
☎
（
4
0
4
）
3
2
9
8

（
月
・
水
・
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
）
へ

◆
非
常
勤
職
員
（
夜
間
）
募
集

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

非
常
勤
職
員（
夜
間
）を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
・
人
数

　
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
お
お
む
ね
65
歳
ま
で

　
1

人
　
勤
務
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

　
勤
務
内
容

　
セ
ン
タ

ー
の
夜
間
管
理

　
勤
務
期
間

　
平
成

30
年
3
月
31
日
ま
で
（
更
新
あ
り
）

勤
務
日
時
　
週
3
〜
4
日
の
シ
フ
ト

制
　
午
後
5
時
15
分
〜
9
時
15
分
　

時
給

　
9
0
0
円
（
別
途
通
勤
手
当

あ
り
）

申
・
問

　
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書

持
参
で
合
同
会
社
し
ろ
い
光こ
う
む
て
ん
夢
辿
☎

（
4
9
1
）
1
5
0
5
へ

◆
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境
基
金

助
成
事
業
の
助
成
金
交
付
団
体
募
集

　
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
で
環
境
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

な
ど
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

活
動
実
施
期
間

　
平
成
29
年
4
月
1

日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日
　
助
成
金

額
　
1
団
体
20
万
円
（
小
・
中
学
校
、

高
校
は
10
万
円
）
ま
で

　

※
小
・
中
学
校
以
外
は
助
成
対
象
と

な
る
経
費
の
3
分
の
2
以
内
を
限
度

と
し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
基
金
の

予
算
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

申
・
問

　
申
請
書
（
印
旛
沼
環
境
基

金
窓
口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
5

月
31
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か

直
接
〒
2
8
5
―
8
5
3
3

　
佐
倉

市
宮
小
路
町
12
　
公
益
財
団
法
人
印

旛
沼
環
境
基
金
☎
0
4
3
（
4
8
5
）

0
3
9
7
へ

書
こ
う
。

　「
美
文
字
の
コ
ツ
！
」
を
み
ん
な

に
教
え
ま
す
。

日
時

　
5
月
13
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
　
12
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
小
学
生
は
2
B
鉛
筆
、
保
護
者
は

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
　
4
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福   

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
吹
き

矢
講
座

　
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
、
吹
き

矢
を
行
い
な
が
ら
体
力
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
。
使
用
す
る
吹
き
矢
も
自
分

で
作
り
ま
す
。

日
時
　
5
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

6
月
2
日
・
9
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
千
葉
県
社
会
体
育
公
認
指
導

員
　
鶴
岡
忠
幸
さ
ん

持
ち
物

　
運
動
靴
、
1
・
2
回
目
の

み
は
さ
み

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
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天
　
天
上
の
虚
子
に
波
郷
に
初
蝶
来く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

地
　
里
山
に
春

し
ゅ
ん
し
ょ
く色
動
く
朝
あ
し
たか
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斎
藤
裕
子

人
　
春
の
池
水
脈
並
べ
ゆ
く
番
つ
が
い
が
も鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

【
選
評
】　
天
　
天
上
も
春
と
な
り
、
大
俳
人
の
虚
子
に
も
波
郷
に
も
初
蝶

が
舞
い
訪
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
地

　
春
色
と
は
春
ら
し
い
兆
し
や
感

じ
の
事
で
、
動
く
と
は
活
動
し
始
め
る
事
で
あ
る
。
里
山
も
春
ら
し
い
感

じ
と
な
り
、
鳥
が
鳴
き
草
が
生
え
、
木
々
が
芽
吹
き
春
の
活
動
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
朝
で
あ
る
。
人
　
番
鴨
は
夫
婦
の
鴨
で
あ
る
。
鴨
だ
け
な

ら
冬
の
季
語
だ
が
春
の
池
が
主
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
の
作
品
は
春
の
句
、

春
と
な
っ
て
も
北
帰
せ
ず
に
夫
婦
で
池
に
残
っ
て
い
る
鴨
の
む
つ
ま
じ
さ

を
詠
ん
で
い
る
。

提
灯
の
ゆ
れ
て
上
野
は
桜
待
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
市
川
敦
代

三
味
の
音
や
宴
艶
め
く
花
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

春
筍
を
見
つ
け
と
き
め
き
堀
り
は
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
小
林
し
を
り

下
萌
の
土
の
黒
々
見
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

夜
半
の
春
重
ね
し
年
に
戸
惑
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

春
寒
や
膝
か
ば
い
つ
つ
散
策
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

こ
の
国
に
生あ

れ
し
幸
せ
櫻
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
孫
の
10
倍
が
ゆ
の
離
乳
食

1
匙
与
え
我
も
咽
鳴
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
黒
添
水
無
月

【
選
評
】初
孫
へ
か
ゆ
を
与
え
る
場
面
。「
あ
ー
ん
し
て
」「
は
い
、ご
っ
く
ん
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
匙
で
食
べ
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
思
わ
ず
一
緒

に
ゴ
ッ
ク
ン
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
止
ま
っ
て
る
！
」
孫
に
叱
ら
れ
目
を
覚
ま
す

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
が
私
の
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

風
止
み
て
沈
丁
花
咲
く
日
溜
り
に

下
校
の
子
ら
は
け
ん
け
ん
で
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

二
十
年
舟
だ
ま
り
に
棲
む
ペ
リ
カ
ン
を

い
と
し
げ
に
い
ふ
沼
の
漁
師
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

水み

お脈
ひ
き
て
行
き
つ
戻
り
つ
睦
ま
じ
き

一
組
の
鴨
を
番

つ
が
いと
見
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

　
※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す
（
特
選
を
除
く
）。

市役所庁舎新築棟（本庁舎）が
完成します
　昨年から始まった市役所庁舎整備工事は、新築棟が4月末に完成します。新
たな市役所庁舎ができるまでの様子を追ってみました。
　できたばかりの新庁舎の見学会を4月30日㈰に開催（詳細は表紙に掲載）し
ますので、見学してみませんか。新築棟（本庁舎）での業務開始は5月8日㈪か
らとなります。また、現在使用している市役所庁舎は、5月から減築改修工事
を開始し、平成30年5月の全庁開庁を目指します。
■問　管財契約課庁舎建設準備室　内線3341・2

工事を開始して間もない頃
（平成 28 年 4月 13 日撮影）

施
設
を
支
え
る
指
定
管
理
者

〜
指
定
管
理
者
の
取
り
組
み
を
紹
介
〜
①

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
、
公

の
施
設
の
管
理
運
営
を
市
民
や

N
P
O
、
事
業
者
な
ど
の
団
体
が
市

に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
運
営
経
費
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
取
り
組

み
を
知
ろ
う

　
市
が
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に

当
た
り
、
平
成
18
年
度
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
10
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　
平
成
29
年
4
月
現
在
で
は
、
市
内

外
の
8
団
体
が
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
運
動
公
園
、
市
民

プ
ー
ル
な
ど
の
19
の
公
の
施
設
（
下

表
参
照
）
の
指
定
管
理
者
と
し
て
施

設
を
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
が
公
の
施
設
の
管
理

運
営
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
市
民

や
利
用
者
か
ら
「
雰
囲
気
が
明
る
く

な
っ
た
」「
使
い
や
す
く
な
っ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
施
設
と
す
る
た
め

に
は
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
や
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
管
理
運
営
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
連
載
を
通
じ
て
、
指
定
管
理

者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
よ
り
身

近
に
感
じ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

　
次
回
か
ら
、
指
定
管
理
者
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
公
の
施
設
と
呼
ば
れ
る
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
図
書
館
や
公

園
な
ど
の
市
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
市
の
職
員
が
直
接
管
理
運
営
す
る

も
の
と
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
連
載
で
は
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
担
う
指
定
管
理
者
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

俳
句
・
短
歌
の
応
募
方
法

　「
し
ろ
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い

た
作
品
は
、
毎
月
15
日
号
に
選
者
が

選
定
し
た
俳
句
10
句
、
短
歌
5
首
を

紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
俳
句
」「
短
歌
」
の
別
、
住

所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合

は
本
名
も
）、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
か
直
接
し
ろ
い
の
魅
力
発
信

課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係

　
内
線

3
3
7
2
・ 

m
-k
o
u
h
o
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
、
1
人
1
作
品
で
未
発
表
の
作

品
（
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
明
記
）

に
限
り
ま
す
。

　
締
め
切
り
は
毎
月
10
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
俳
句
選
者
紹
介

吉
川
禮
子
さ
ん
　
俳
人
協
会
会
員
、

句
友
俳
句
会
特
別
顧
問
、
白
井
俳
句

会
講
師

◆
短
歌
選
者
紹
介

風
間
博
夫
さ
ん
　
現
代
歌
人
協
会
会

員
、
N
H
K
学
園
短
歌
講
座
添
削
講

師
、
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
選
者
、
白
井

短
歌
会
講
師
。
平
成
16
年
コ
ス
モ
ス

結
社
賞
受
賞
。歌
集「
動
か
ぬ
画
鋲
」

工事中は仮囲壁面アートに子どもたちによる
「未来の白井市」が描かれました

鉄骨が組み上がっていきます
（平成 28 年 9月 26 日撮影）

新庁舎が姿を現し始めました
（平成 29 年 2月 6日撮影）

新築棟の高さ（4階）になりました
（平成 28 年 12 月 12 日撮影）

保健福祉センター側（市章と白井市役所の名称）

完成間近の市役所新庁舎 市役所新庁舎が完成するまで

文化センター側

庁舎北側

問
　
行
政
経
営
改
革
課
行
政
経
営
改

革
班
　
内
線
3
4
4
1

地域福祉センター、老人福祉センター、青少年女性セン
ター、福祉作業所、高齢者就労指導センター、白井市民プー
ル、白井駅前公民館、白井駅前児童館、白井駅前老人憩い
の家、白井運動公園、西白井公民館、西白井児童館、西白
井老人憩いの家、桜台公民館、桜台児童館、障害者支援セ
ンター、白井コミュニティセンター、白井児童館、学習等
供用施設（冨士センター）

指定管理者が管理運営する公の施設（19施設）

桜台センター（さくセン）フェスタで空手の演武を披露

今井の桜


